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－平成２８年度－

「エレクトロニクスの知識」研修
受講案内

○開 催 日 時：平成２９年２月２日（木）～３月２日（木）

○研 修 会 場：名古屋市工業研究所 管理棟 会議室
（詳細は、最終ページの「会場のご案内」を参照して下さい。）

○申 込 期 限：平成２９年１月１９日（木）

公益財団法人 名古屋産業振興公社

～エレクトロニクス・アレルギーの機械屋さんへ～

今日、機械産業での多くの製品や生産設備はエレクトロニクス化され、機械系技術
者にも関連知識が不可欠になっています。しかし、視覚で理解できる機構学等と異な
り、目に見えない電気（又は信号）の流れは理解し難くエレクトロニクス・アレルギー
の機械技術者も少なくないように思われます。
こうしたことを背景にして、エレクトロニクス化を実践する上で最少限必要な事項
を選定し、さらに内容の程度を適度に抑えて極力平易に解説する研修を企画しました。
エレクトロニクスの基本概念を習得し実務に生かすと共に、今後一層知識を積み上げ
るための基礎作りとしてもお役立て下さい。
主に電気・電子が苦手な機械系技術者やエレクトロニクスの知識が必要な経営者を
はじめ営業、購買、保守…等の方々のご参加をお待ち致しております。

機械系技術者のための

〔毎週木曜日の５回開催〕（毎回９時３０分～１６時３０分）
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○講 師 愛知工業大学 工学部 成田 憲一 氏

○研修時間 ９：３０～１６：３０（１２：３０～１３：３０は昼休み）

○日 程
内 容開 講 月 日

・オームの法則、電圧、電流、抵抗、電力、電力量
・直流と交流、交流波形の種類、周波数と周期
・単位、接頭語、回路記号
・電池、１次電池と２次電池、電池の内部抵抗
・抵抗、導体と絶縁体と半導体の抵抗、抵抗の種類、抵抗の読み方、抵抗計算
・コンデンサ、コンデンサの種類、コンデンサの読み方、静電容量と耐圧、コンデンサ
の読み方、静電容量計算
・コイル、コイルの種類、コイルの性質、コイルとトランス
・半導体、半導体の構造、半導体の種類
・ダイオード、ダイオードの構造、電流電圧特性、ダイオードの種類、ＬＥＤ（発光ダ
イオード）
・トランジスタ、トランジスタの構造、トランジスタの種類、トランジスタの読み方
・機器の使い方（マルチメータ、オシロスコープ、ブレッドボード）

２月２日（木）

・キルヒホッフの法則
・電源の使い方、電圧降下と電圧測定
・ＬＥＤ（発光ダイオード）の点灯、ダイオードの使い方
・ツェナーダイオードの使い方、三端子レギュレータの使い方
・交流の種類、方形波とデューティー比
・尖頭値と実効値、位相差の求め方
・フィルタ回路、各フィルタにおけるゲイン特性と位相特性の測定
・機器の使い方（マルチメータ、オシロスコープ、ファンクションジェネレータ）
・回路シミュレータによるゲイン特性と位相特性

２月９日（木）

・アナログとディジタル、ブール代数と論理演算
・回路の正論理と負論理、２進数、８進数、１６進数、ＢＣＤ
・補数と減算とキャリー
・Ａ／Ｄ変換とＤ／Ａ変換、アナログ回路とディジタル回路の融合
・チョークコイルの使い方、トランジスタ増幅回路の作成
・ステッピングモータ制御回路の作成（前半）
・ディジタル入出力ユニット

２月１６日（木）

・センサとアクチュエータ
・シーケンス制御とフィードバック制御
・マイコンやパソコンを使うメリット
・マイクロコンピュータ概論
・マイコンのトレンドとＩｏＴ
・タイミングチャートと命令
・ステッピングモータ制御回路の作成（後半）
・Ａ／Ｄ変換回路の作成
・演算増幅器による回路例
・ＰＩＣマイコン、ＡｒｄｕｉｎｏＵＮＯ、ＲａｓｐｂｅｒｒｙＰｉのデモ

２月２３日（木）

・講義総復習
・実験総復習
・電子回路工作（ハンダ作業）
・回路の理解と障害切り分け
・各マイコン開発環境の作成とプログラミング（希望者のみ）

３月２日（木）

（講師、内容、日程等を変更する場合があります）
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○申込方法：下記の申込書に記入し、切取り後ファックス又は郵送でお申込み下さい。
なお、Ｅメールでのお申込みは、http://www．nipc．or．jp/kougyou/p_training/
06.ｈｔｍｌの申込書をダウンロードしてＥメール添付でお申込み下さい。
受講料は、開講日までにお振込み下さい。
手数料は、振込人でご負担願います。開講後のキャンセルは受講料の返金を
いたしません。
領収書は銀行振込書に代えさせて頂きます。
請求書が必要な場合はご連絡下さい。

※本研修中の事故につきましては、一切責任を負いません。

○定 員：１６名

○受 講 料：

○振込銀行：三菱東京ＵＦＪ銀行 六番町支店 普通預金 ４６８６６３
公益財団法人 名古屋産業振興公社

○受 講 票：開講日の５日前までに、事務連絡者宛にお送りします。

４名以上受講３名受講２名受講１名受講受講者数
３１,７５０×受講者数１０８,８６０円８１,６４０円４５,３６０円賛助員企業
３７,０４０×受講者数１２７,０００円９５,２５０円５２,９２０円一般企業

「エレクトロニクスの知識」研修申込書
平成 年 月 日

（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ． ）

会 社 名
（ホームページ）

〒 －
所 在 地

生 年 月 日（ ふ り が な ）

年 月 日昭和
平成受 講 者 氏 名

生 年 月 日（ ふ り が な ）

年 月 日昭和
平成受 講 者 氏 名

生 年 月 日（ ふ り が な ）

年 月 日昭和
平成受 講 者 氏 名

生 年 月 日（ ふ り が な ）

年 月 日昭和
平成受 講 者 氏 名

所 属（ ふ り が な ）

事 務 連 絡 者 電 話

（５名以上お申込の場合は、この用紙をコピーしてお使いください。）

振込予定日 平成 年 月 日

賛助員企業： 円 一般企業： 円
振 込 金 額

（公財）名古屋産業振興公社 ものづくり人材育成課 宛 （ＦＡＸ０５２－６６１－０１５８）

年
令

所 属

電 話

年
令

所 属

電 話

年
令

所 属

電 話

年
令

所 属

電 話

所 属

電 話

ご記入いただきました個人情報は、受講者への連絡や当公社の開催する研修の案内以外には使用いたし
ません。



この印刷物は古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

会場のご案内

名古屋市工業研究所 管理棟会議室
（名古屋市熱田区六番三丁目４番４１号）

交 通
●地下鉄 名港線「六番町」下車３番出口すぐ
●市バス「六番町」下車すぐ
●三重交通バス「名鉄バスセンター」３階から乗車し
「熱田六番町」で下車すぐ
●名古屋高速4号東海線「六番北」、「六番南」出口すぐ

「キャリア形成促進助成金」制度について
この研修は、所定の要件を満たす場合「キャリア形成促進助成金」制度（職業訓練等を受
けさせる事業主に助成）が利用できます。助成内容等が変更される場合もありますので、受
講前に先ずは下記にお問い合わせください。

〒４６０－０００８ 名古屋市中区栄２－３－１ 名古屋広小路ビルヂング１１階
厚生労働省愛知労働局 職業安定部職業対策課
あいち雇用助成室
ＴＥＬ （０５２）６８８－５７５８

（この研修の問合わせ先）
（公財）名古屋産業振興公社 ものづくり人材育成課

TEL０５２（６５４）１６５３ FAX０５２（６６１）０１５８
URL ｈｔｔｐ://ｗｗｗ．ｎｉｐｃ．ｏｒ．ｊｐ
Ｅメール ｋｅｎｓｈｕ＠ｎｉｐｃ.ｏｒ.ｊｐ


